
高三野 彩紗 先生 
山梨大学医学部附属病院 麻酔科 臨床助教 

無料ウェビナー 

 

参加方法 (申し込み締め切り開催当日 2月20日12時)

 右のQRコード、またはURLより、お申込みください。    

・開催形式：ウェブ配信（Zoom）、参加費：無料

・申し込み時に入力いただいた個人情報、視聴履歴等につきましては弊社のプライバ

シーポリシーに基づき、適切に管理いたします。

（https://www.werfen.com/jp/ja/furaihashihorishi参照）

・＜＠werfen.com＞のドメイン、URL付きメールの受信許可の設定をお願いいた

します。

お問合せ： 

アイ・エル・ジャパン株式会社 アキュートケアビジネス事業部

〒108-0073 東京都港区三田1-3-30, E-mail：jp_clinical@werfen.com

免責事項：本セミナーは、教育目的であり商業的プロモーションや販売デモンストレ

ーションを目的としていません。

講演 1 

母体救命における 
ROTEM活用の実際 

講演 2 

産科危機的出血における術中大量輸血管理に
ROTEMを活用した3症例 

開催日時： 2026年2月20日（金） 18:30 – 20:00 （ライブ配信） 

お申し込みはこちら 

https://forms.gle/RVRteqWTsf5hfEqq7 

主催： アイ・エル・ジャパン株式会社 

山下 智幸 先生 
日本赤十字社医療センター 救命救急センター 副部長 

ROTEM-guide PBM Seminar FLY Rev00 1.26 

ROTEM – guide PBM Seminar 

2025年3月、WHOはPBM導入に関するガイダンスを発表し、産科にお

ける血液粘弾性検査を用いた目標指向型の血液製剤/抗線溶薬管理を推

奨しています。 PPHは早期に適切な介入が行われない場合、その原因に

関わらずほぼ全てが凝固障害に陥るとされ、産科出血における急激なフィ

ブリノゲン値とその機能低下、および線溶亢進状態を早期に判断すること

は、妊産婦の救命において非常に重要となっています。 

本ウェビナーでは、救急診療における母体救命の場面において、実際に

ROTEMがどのように運用・活用されているのか、また手術室において大

量輸血を要した産科症例の報告を、それぞれROTEMを導入されているご

施設のエキスパートの先生にご講演いただきます。   

多く の皆様のご参加をお待ち申し上げます。 

産科出血と血液粘弾性検査ROTEM 

申し込み締め切り： 
2026年2月20日 12時 

一般的名称：血液凝固分析装置 

販売名：ROTEMシグマ   

届出番号：13B2X10481000029  

一般医療機器、特定保守管理医療機器 

https://www.werfen.com/jp/ja/furaihashihorishi
https://forms.gle/RVRteqWTsf5hfEqq7
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